
2021 12.23 Thu
15：15～17：15
参加方法： Zoomウェビナーにて開催（URLより参加）
   　　　 ※URL・パスコードはポータルサイトに掲載します。

 

Episode1. 脳の発達障害に基づく精神疾患
                       動物モデルの行動評価

脳の発達障害に基づく脆弱性が統合失調症やうつ病

のような精神疾患の原因であるという考え方があり

ます。新生仔期や胎仔期に薬物を投与したり、細菌・ウ

イルス感染時と類似した免疫反応を引き起こしたり

することにより、動物の脳に発達障害を引き起こすこ

とができると考えられますが、この様な処置を行った

動物を精神疾患のモデル動物として用いることがあ

ります。これらの動物（ラット） の行動異常や、それを

調べるための行動テスト法についてお話ししたいと

思います。 

テーマ ： その行動は遺伝？

 

Episode2. 遺伝子に刻まれた体内時計と
                        昼夜にわたる活動

渕側　太郎 
理学研究科 　准教授

川邉　光一 
文学研究科 　教授

動物の行動はもちろん、植物の葉の動きや、細菌の

代謝活動に至るまで多くの生命現象に24時間の活

動周期が見られる。これらは遺伝子に刻まれた体内

時計と呼ばれる仕組みによって生み出される。した

がって、仮に洞窟といったような一定環境にそれら

をおいても活動の周期現象は見られる。一方で、渡

り鳥や巣内で育児中のミツバチなどは、体内時計を

持つにもかかわらず、その行動は昼夜にわたって見

られるようになる。今回は当研究室で扱うミツバチ

を中心に、これらの現象や我々の研究の取り組みを

紹介する。

※後日Webclassにて動画配信予定

Zoom開催

第６回

学内限定

私たち人間や動物の行動は何によって規定されて

いるのでしょうか。遺伝的に定まっていることもあ

るでしょうし、生まれてからの生育過程における

様々な要因によって決まってくるということもあ

るでしょう。第６回のアカデミックカフェでは、「そ

の行動は遺伝？」という統一テーマの基、文学研究

科の川邉先生と理学研究科の渕側先生をお招きし、

ラットやミツバチの行動を調べる日頃なかなか見

ることができない実験とそれから得られる知見を

紹介して頂きながら、それぞれの立場からこの謎に

迫って頂きます。

事務局学術研究支援部研究推進課

TEL:06-6605-3466（内線3466）

■プログラム
15：15～　開会の挨拶
　　　　　   櫻木 弘之 副学長

15：20～　イントロダクション
　　　　　　鳥生 隆 特任教授

15：25～　講演
　　　　　   川邉 光一 教授

16：05～　講演
           　　　渕側 太郎 准教授

16：50～　座談会
　　　　　　鳥生 隆 特任教授
　　　　　　川邉 光一 教授
                      渕側 太郎 准教授

申込不要

ファシリテーター

鳥生　隆 
 特任教授（シニアURA）


